
』置ミ 灯の

10・

さんの長男
口

瑞稀

見)10

雅史

10

ちゃん
。25生

美

・
美

18生

ちゃん 光

高森 ・ 横 町

の長女

( 中 )11・
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∈
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の

影　
あ　̈嚇

歳

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

％
　
と
古
く
か
ら
の
諺
が
あ
る

た
頃
か
ら
歩
き
始
め
話

し
始
め
ま
す
。
ま
た
、

行
動
範
囲
も
広
が
り
運

動
能
力
や
知
能
が
発
達

し
、
自
立
心
が
芽
生
え

好
奇
心
に
あ
ふ
れ
て
き

ま
す
。

ま
た
、
子
供
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
必
ず

繰
り
返
し
教
え
る
。
特
に
小
さ
い
頃
は
良

し
悪
し
の
判
断
は
つ
き
に
く
い
も
の
、
ほ

め
る
事
で
自
信
を
つ
け
、
楽
し
い
気
分
で

身
に
つ
け
さ
せ
る
事
が
大
切
で
す
。

更
に
、
幼
児
期
は
、
著
し
い
成
長
を
支

え
る
為
に
、
体
の
割
に
た
く
さ
ん
の
栄
養

が
必
要
で
す
。

そ
の
為
に
は
、

三
度
の
食
事
を

き
ち
ん
と
摂
る
。
お
や

つ
の
や
り
過
ぎ
や

ダ
ラ
ダ
ラ
と
や
ら
な
い
等
注
意
し
、
好
き

嫌
い
な
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
れ
る
よ
う

躾
け
る
事
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
成
人
病

予
防
の
面
か
ら
、
塩
分

・
甘
み

。
あ
ぶ
ら

な
ど
こ
っ
て
り
し
た
味
は
控
え
、
丈
夫
な

体
を

つ
く
り
ま
し
よ
う
。

，て
　

よ
う
に
、
幼
児
期
の
生
活

勧
　
習
慣
は
将
来
の
心
身
の
発

町で行

≫

∋

≫

≫

Ｄ

Ｄ

≫

Ｄ

∋

Ｄ

∋

∋

≫

∋

≫

Ｄ

≫

≫

∋

≫

∋

Ｄ

≫

Ｄ

Ｄ

∋

∋

∋

∋

∋

康

ツエ

健
チ

達
と
健
康
に
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
生
活
習
慣
は
良

く
も
悪
く
も

一
旦
身
に
つ
い
た
ら
、
な
か

な
か
変
え
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。
良
い
習

慣
を

つ
け
る
為
に
は
、
周
囲
の
協
力
が
必

要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
は
良
い
手
本

を
大
人
が
示
す
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
時
々

●   ●

●   ●

′つ

"′

子
供
は
１
歳
を
過
ぎ
　
　
の
気
分
で
な
く

一
貫
し
た
躾
け
を
す
る
。

▽
訂
正
　
１２
月
号
１２
ペ
ー
ジ
津
留

志
穂
さ
ん
は
津
留
志
麻
さ
ん
の
、

香
典
返
し
の
藤
野
嘉
三
さ
ん
は

一

般
寄
付
、
病
気
見
舞
返
礼
の
甲
斐

信
夫
さ
ん
は
災
害
見
舞
返
礼
の
誤

り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

新
年
あ
け
欲
し
て
あ
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

▼
私
の
子
供
の
頃
は
、
正
月
と
言

え
ば
近
所
の
友
達
と
コ
マ
を
ま
わ

し
た
り
、
雪
が
降
ね
ば
ソ
リ
を
作

っ
て
近
＜
の
坂
道
に
行
き
滑
っ
て

遊
ん
だ
の
を
思
い
出
し
き
す
。
▼

〈フ
年
は
申
年
＼
昨
年
は

一
足
早
＜

日
光
の
猿
軍
団
づ
話
題
に
な
り
讀

し
た
が
、
高
森
に
現
れ
る
野
生
猿

は
、
年
々
数
を
増
し
民
家
の
近
＜

ま
で
出
て
き
て
い
た
ず
ら
を
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
干
支
に
ち
な

ん
で
少
し
静
か
に
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
▼
広
報
を
担
当
し

て
初
め
て
の
正
月
、
気
持
も
新
に

広
報
紙
づ
＜
り
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
広
報
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
△フ
年
も
、
よ
ろ

し
＜
お
願
い
し
ま
す
。

″
一ヽ
一ヽＡAAAハ ハ ハ ハ AAAAAA

編
集

後

記

広 報

人日の動き
(12月 4日現在)

世帯数 2,544(-2)

男   4,058(± 〇)

.女   4,359(-8)
総 数 8,417(二 8)

おめで

'た

お|く 率み

ありがとうごさいました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

〈一般寄付〉村下産業グループ

高森町役場青年婦人部

お<やみ
もうしあげます

さんの 2男

11 ・25

んの長男

(敬称略)

警贅
'S鰺

|

(199111月 受付分)

赤 ち や ん
だんじよう

すえなが<
おしあわせ|こ

さ

　

　

さ

んの 2女

(住所)

上色見

津 瑠

色 .見

草 部

(遺族 )

本田 ミツ子

芹 ロシマヨ

住古美加代

本川 瀧生

(死 亡者)(年齢)

本田 _耕亮 76
甲斐  勲 64
住吉 和也 44
夜久 重カロ 82
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一械
‘
ｒ
栞
″

，
一大

，
〓
畢
ヽ
〓
一４
‘
Ａ
Ｆ

，
〓
藩
■
ら
で

１
‐

高
　
森

・
村
　
山後

藤

浩

子

さ

ん

ｍ

藤
稔
強
“邊
ヤ
ｙ
感

，
‘
聾
筆
さ
響
■
‡
〓
■
ヽ
ま
・
逗
難
ダ
′籐
ｇ
〓
・蹴
ヽ

20周年記念大会の案内
1月 19日 (日)午前9時 30分から

高森中学校体育館

午前中記念式典、午後は婦人会会員|こよ

る演芸大会

当日はどなたでも結構です。多数のご来場をお

“安出を支えるあなたの110番 "

110番は、落ち着いて正確に。″

き

　

ろ

容

こ

と

　

と

内

イt,■ l マ¬ハき ■―                       ^
1可 ワ レ ヽVよ ンo               こ

嶋 毎
=、 ぃ ■ヽ 曝 ・.騨籐鏃 .≒凝・熾 軽一 費 ユけ 軸ヽ ⅢⅢ・暉 鶉驀 鐘斜

「 ●

☆仕事は楽しいですか

仕事にもやっと慣れました。いろんな

人との出会いや会話があるし、仕事をし

ていて、お客さんに喜んでもらえるのが

一番嬉しい。

☆今、 いちばん関由 のあることは

今、よくイラス トを書きますが、いつ

かは根子岳を油絵で描きたい。

☆どんな町づ <り を望みますか

自然を大切にして、皆んなが遊びに来

るような町にしてほしい

■勤務先

■趣 味

■血液型

南阿蘇国民休暇村

イラス トを書くこと

明るくほがらかな0型

ン合 ※ 2 2 1 1 1 1
サが都 月 月 月 月 月 月
|あ 合  9 2 26 19 15 12
ビ リに 日 日 日 日 日 日
スまよ
です り 寺  立  東 馬 平 藤
おの変お  圏  圏  富原審 圏
確で更②崎③野② ②高②田⑦本
か

｀
に 0 0 0医 01.i0 0

めテな 3医 1病 3 6彎 2医 0医
くレる 7 1 0 4医 1 2
だホ場 8院 1院 9院 6院 6院 0院

%漁請

雪 1月 10日 は「110番の日」です雪

事件を警察に知らせる方法は?

と聞くと、たぶんほとんどの人

が 「110番」 と答えるでしょう。

110番 は、確かに頼 りになる電

話です。しか し、せっかく110番

通報 しても、あわてているため、

通話が要領を得ないといった例

もみ られます。

1月 10日 は「110番の日」です。いつでも、すばやく通

報できるよう、何をどのように話せばよいかを考えてみ

ましょう。

①何があったのか…けんか、交通事故、強盗など

②いつ、どこで…発生時刻、場所、日標物など

③犯人は一人数、人相、着ていたもの、特徴など

④逃げた方向は…駅、○○通 り、方向など

⑤何で逃走したか …徒歩、自転車、バイクなど

⑥あなたの名前、現在地

通報は落ち着いて、正確に話しましょう。

●

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

診療
Π寺か

時 ま

本
市
）
延
寿
桜
研
究
会

（上
益
城

郡
矢
部
町
）

■

【解
説
】
鈴
木
健
二

（熊
本
県

立
劇
場
館
長
）

■
【
入
場
料
】
大
人

・
二
千
円

（当

日
二
千
五
百
円
）
、
中
学
生
以
下

・

千
円

（当
日
千
五
百
円
）
。
前
売
り

券
は
熊
本
市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

ま
た
は
県
内
公
立
文
化
会
館
で
取

り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
熊

一，

本
県
立
劇
場

（
一８
・

０
９
６

・
３
６
３

・
２
２
３
３
）
に

ヽ
一

お
問

い
合
わ
せ
下

さ

い
。

ヒ_
11■|ヤ111

.・ 1■■|・,お・ _●
=

(13)

摯
　
一
　
　
亀
躙

1a= 1 -),

文
化
の
薫
る
町
づ
ｔ

，

高
森
町
量

今
付

薄
信

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
‐
　

‐

一
　
一
　
一

町
民
各
位
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
し
深
い
ご
理
解
の
も
と
暖
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
厚
＜
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
¨
　
　
　
　
　
　
一‐　

．．　
●
―
●

昨
年
は
、
台
風
十
七

・
十
九
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
讀
し
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
早
期
復
旧
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
　
　
　
　
．
．
．　
　
　
・●
●
　
　
―
．
●
―
　
　
　
・●
●
　
　
・●
●
●
　
　
・一一
一・　
　
　
●
●
●

ご
承
知
の
よ
う
に
内
外
的
に
も
ガ
ツ
ト

・
Ｐ
Ｋ
Ｏ
問
題
＾
更
に
は
普
賢
岳
の

噴
火
な
ど
波
瀾
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
二

万
、
高
森
中
林
育

‐‐‐館
の
瑶

‐‐
成
蛯
＝
ｔ

め
、
県
民
文
化
祭

・
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
も
成
功
裏

‐
―こ
終

‐わ
り
一
文

・北

‐‐‐‐
の

・環
る

・一

で
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
願
望
で
あ
り
ま
し
た
温
泉
掘
削
に
着

‐‐
手
（
一振
僕
ｔ
潮

光
そ
し
て
福
祉
施
策
を
基
本
に
南
阿
蘇
の
中
心
的
位
置
を
な
す
活
力
ｔ
潤
Ｊ
つ

あ
る
町
づ
＜
り
に
全
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
１
年
頭
に
あ
た
り
偕
様
つ
ご
・〓

‐・
華

を
お
祈
り
し
、
尚

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
■
　
一

鶴

.(2)
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専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
１
月
２７
日

（月
）
午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

保
育
大
学
生

熊
本
県
立
保
育
大
学
校
で
は
、

平
成
４
年
度
学
生
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。
尚
、
こ
の
度
の
学

則
改
正
に
よ
り
、
男
子
学
生
の
募

集
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／

一
般
入
学
３５
名

■
修
業
年
限
／
２
年

■
願
書
受
付
／
平
成
４
年
１
月
１６

日
か
ら
１
月
３１
日
ま
で
。

■
受
験
資
格
／
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
と
し
ま
す
。

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

及
び
平
成
４
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
者
。

②
通
常
の
課
程
に
よ
る
１２
年
の

学
校
教
育
を
修
了
し
た
者
、

及
び
平
成
４
年
３
月
修
了
見

込
み
の
者
。

③
文
部
大
臣
が
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
た
者
。

④
満
１８
歳
以
上
の
者
で
あ

っ
て
、

児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
２

年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事

し
た
者
。

■
受
験
期
日
／
平
成
４
年
２
月
１３

■
受
験
場
所
／
保
育
大
学
校

な
お
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

保
育
大
学
校
事
務
局

（
８
０
９
６

・
３
８
２

・
７
９
６
３
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の

通
信
教
育

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
平
成
４
年

度
の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
【普
通
科

コ
ー
ス
（通
信
教
育
）
】

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

取
得
で
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら
４

月
１５
日
ま
で

■
【選
科
生

コ
ー
ス
（
通
信
教
育
）
】

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら
４

月
１５
日
ま
で

■

【専
攻
科

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ｏ

ス
ク
ー
ル
）
社
会
福
祉

コ
ー
ス
】

高
校
卒
業
後
、
２
年
間
の
学
習

で

「Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま

す
。

▼
申
込
受
付
　
２
月
１
日
か
ら
４

月
１５
日
ま
で

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方

は
、
一Ｔ
ｌ
８
６
１
０
１
　
東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
２
１
３６
　
Ｎ
Ｈ

Ｋ
学
園
８
Ｅ
ｌ２
係
に
、

コ
ー
ス
名

及
び
あ
な
た
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を

ハ
ガ
キ
に
記

入
し
て
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
（
８
０

４
２
５

・
７
２

・
３
１
５
１
）
案

内
書
は
無
料
で
す
。

法
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結

構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
き
／
２
月
１
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

神
楽

・
能

県
立
劇
場
で
は
、
文
化
振
興
基

金
事
業
の

一
環
と
し
て
、
『
熊
本
の

「動
」
と

「静
」
』
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

今
回
の
公
演
は
、
熊
本
に
伝
わ

る
伝
承
芸
能
が
、
い
か
に
し
て
形

作
ら
れ
た
か
を
、
神
楽
と
能
を
取

り
上
げ
、
実
証
し
よ
う
と
す
る
日

本
初
の
画
期
的
な
試
み
で
す
。

神
楽
と
能
を

一
つ
の
舞
台
に
の

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
に
相
通

じ
る
部
分
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ

の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
観
賞
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
夜
は
郷
土
料
理

コ
ー
ナ
ー
を

は
じ
め
、
神
楽
や
能
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
や
、
観
光

・
物
産
展
も

同
時
に
開
催
さ
れ
、
劇
場
は
さ
な

が
ら
祭
り

一
色
に
塗
り

つ
ぶ
さ
れ

ま
す
。

■

【
日
時
】
２
月
１
日

（土
）
午

後
２
時
開
演
、
翌
日
２
日

（
日
）

午
前
７
時
頃
終
演
予
定
、
オ
ー
ル

ナ
イ
ト
公
演

■

【場
所
】
県
立
劇
場
演
劇
ホ
ー

レ■

【出
演
】
長
野
岩
戸
神
楽
保
存

会

（長
陽
村
）
、
御
松
囃
子
御
能
保

存
会

（菊
池
市
）
、
金
春
松
融
会

（熊

●

●

385-3300

モシ1魁願

(0

火

月

1   月

おたふ くかぜ

ライム病 (ダニと健康ンリーズo)

水 おい しい地下水 (水問題を考えるC

木 寝たきり老人のお日の手入れ

しもやけについて金

小学生の性教育(性教育シリーズ③)

●朝 9:00～ 翌朝 9:00ま で同じ内

容のテープが聞けます。 (3分間)

●テープ内容は月曜～土曜まで 日替

わ りで、 日曜・祝 日は前 日と同じ

テープです。

●今後お聞きにな りたいテーマのご

要望は、熊本県保険医協会へお電

話下さい。

熊本県保険医協会

英
知
を
結
集
し
て

Ｆ肝・・・・鑽悔・

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
■
一
●
■

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
が
執
行
さ
れ
新
議
会
が
発
足
い
．

た
し
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
の
信
託
に
お
応
え
す
る
よ
う
誠
心
誡
意
努
力
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
工
業
団
地
Ｅ
企
業
誘
・

．　
　
　
●
・　
　
　
一●
●
・
　

．●
　
　
．―
・　
　
　
●
　
　
・●
・

致
三
社
も
決
定
致
し
ま
し
た
。
本
年
夏
の
操
業
開
始
が
ま
ち
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
一
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温
泉
掘
削
、
産
業
基
盤
整
備
、
教
育
文
催
施
設
の
充
実
と
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
国
の
緊
縮
財
政
の
中
で
地
方
自
治
体
も
行
財
政
運
営
に
も
大
き
＜
影
響
一

を
及
ぼ
し
て
＜
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

得
な
が
ら
着
実
に
諸
般
の
事
業
が
進
捗
し
て
参
り
ま
す
様
に
執
行
部
と
議
会
と
一

も
ど
も
に
英
知
を
結
集
し
て
町
政
発
展
の
た
め
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
一

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
華
せ
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し

一・一・一一・一●
・　
一一一・一一■
　
一一一・一・一一一一一一一一一一一　
一・一一一一一一一一一・■
一一・一一一一
一一一一一一一一一一・■

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
‐‐。　
■
●
一
■
一
●
一
●

■
一

藁
　
高
森
町
議
会
議
根

本
田
●
墓暴
達

土,日



□攀 籍 機 機 00鬱 鬱
平
成
三
年
度
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十

一
日
讀
で
、
四
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
三
年
度

一
般
会
計
に

一
億

一
千
二
十

八
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
阿
蘇
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
廃
上
、

条
例
の

一
部
改
正
な
ど
、
十
四
議
案

（議
員
提
出
議
案
二
を
含
む
）

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
を
中
心
に

一億
一
千
万
円
を
追
加

平
成
三
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ

一
億

一
千
二
十
八
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十

五
億
九
千
三
十
万
六
千
円
と
し
ま

し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
九
月
二

十
七
日
に
襲
来
し
た
台
風
十
九
号

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
高
森
小
学

校
体
育
館
等
の
公
立
学
校
施
設
、

農
地
等
の
災
害
復
旧
工
事
費
と
な

っ
て
い
ま
す
。

災
害
弔
慰
金
支
給

の

一
部
が
改
正

平
成
三
年
六
月
三
日
以
降
に
生

じ
た
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
住
民

の
遺
族
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
が
、

そ
の
死
亡
者
が
生
計
を
主
と
し
て

維
持
し
て
い
た
場
合
五
百
万
円
に
、

そ
の
他
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
二

百
五
十
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
に
よ
り

負
傷
し
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
住

民
に
対
す
る
災
害
障
害
見
舞
金
が
、

障
害
者
が
そ
の
世
帯
の
生
計
を
主

と
し
て
維
持
し
て
い
た
場
合
二
百

五
十
万
円
に
、
そ
の
他
の
者
が
障

害
者
に
な

っ
た
場
合
百
五
十
万
円

に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
年
五
月
二
十
六
日
以
後

に
生
じ
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
世
帯
の
世
帯
主
に
対
す
る
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
を
改
正
、
災

害
に
よ
る
世
帯
の
被
害
の
種
類
及

び
程
度
に
応
じ
、

一
災
害
に
お
け

る

一
世
帯
当
た
り
の
貸
付
限
度
額

が
、
最
高
三
百
五
十
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
三
年
度

高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算

・
高

森
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
）

■
高
森
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

■
阿
蘇
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の

廃
上
に
つ
い
て

数
条
の
木
洩
陽
さ
し
て
冬
木
立

時
雨
る
れ
ば
た
ち
ま
ち
冬
に
峡
の
町

峠
径
落
ち
葉
踏
む
音
先
に
行
く

字
を
忘
れ
辞
典
座
右
に
去
年
今
年

医
師
の
手
を
借
り
て
米
寿
の
春
迎
ふ

独
り
住
む
余
儀
な
き
運
命
布
団
千
す

初
夢
は
健
や
か
な
り
し
過
去
の
日
々

祖
母
の
峰
を
茜
に
染
め
て
年
明
く
る

■
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
　
“

に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
三
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
二
年
度
高
森
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
高
森
町

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

■
高
森
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

■
高
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

（高
森
町
温
泉
井
掘
削
工
事
）

■
高
森
町
議
会
委
員
会
条
例
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■
高
森
町
議
会
会
議
規
則
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

も
一■
▼

（阿
蘇
御
神
火
会
）堀

田
　
蘇
仙

熊
川
　
豊
泉

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

草
村
あ

つ
代

馬
原
そ
の
女

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
ず
子

野
尻
　
里
女

□

□

ロ

ロ

□□

□

□

□

□□

議 会 だ よ り

題「おむすびころりん」 題「おゆうぎかい」

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十

四

議

案

を

可

決

年長組

ふたごいし けいすけ くん

年長組

ほんだ み どり ちゃん

編覇

●

●   ●

補正予算を説明する今村町長

野尻さおり先生から  「おむすびを転ざす

ところが楽しがつた」と…言つて描き初め

ていましたが、転じつているところを矢印

で示したり、詳し<表現できました。

野尻さおり先生から 年長全員で踊りまし

た。一人ひとりの特徴をよくとらえ、笑顔

で楽しそう |こ踊つている様子が描けていま

す。

自
信
作
　
裸
婦
像
の
前
立
ち
ん
坊

今
日
は
特
別
　
寝
物
語
も
う
艶
の
あ
る

す
ま
し
顔
　
袈
裟
は
鞄
に
入
れ
と
ら
す

観
光
バ
ス
　
民
謡
変
ゆ
る
県
境

面
白
さ
　
ま
だ
青
春
の
捨
て
ら
れ
ん

自
信
作
　
答
辞
読
む
子
に
育
て
上
げ

よ
か
ろ
う
か
　
バ
ッ
チ
の
祝
辞
く
け

っ
た
が

観
光
バ
ス
　
も
う
巡
礼
も
楽
な
も
ん

自
信
作
　
灘
の
社
氏
に
呑
ま
せ
度
ア

(11)
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は
心
の
中
の
差
別
の
ほ
う
が
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
心
の
な
か
で
、
差
別
を
少

し
ず

つ
な
く
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
人
が
い
じ
め
や
差

別
を
し
て
い
る
の
を
見
て

「
ひ
ど

い
」
と
か
思
い
な
が
ら
も
、
い
つ

の
ま
に
か
自
分
も

一
緒
に
な

っ
て

し
て
い
る
の
で
す
。
や

っ
て
い
る

方
は
な
ん
と
も
な
く
て
、
陰
で
笑

い
な
が
ら
や
り
ま
す
が
、
さ
れ
た

ほ
う
は
泣
く
ほ
ど
く
や
し
い
し
、

つ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
す

ご
く
人
を
傷

つ
け
る
差
別
の
考
え

を
持

っ
て
い
る
の
で
す
。

差
別
は
昔
か
ら
あ
り
ま
す
が
、

少
し
ず

つ
で
も
な
く
な

っ
て
い
る

の
で
し
よ
う
か
。
今
は
、
平
和
登

校
日
と
か
あ

つ
て
映
画
な
ど
を
見

た
り
す
る
け
ど
、
そ
の
時
い
ろ
ん

な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の

言
葉
も

一
つ
の
考
え
だ
と
は
思
い

ま
す
が
、
そ
の
言
葉
で
傷

つ
く
人

も
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私

も
傷

つ
い
た
り
頭
に
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

す
ご
く
き

つ
い
立
場
で
、
ひ
ど

い
差
別
に
耐
え
て
き
た
昔
の
人
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

人
が
地
球
に
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
差
別
は
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
争
時
代
の
映
画
に
必
ず
差
別
が

出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
あ

る
差
別
を
ど
の
く
ら
い
無
く
せ
る

の
で
し
よ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
和
登

校
日
を

つ
く

っ
た
の
は
、
と
て
も

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
映
画
も
見
る
こ
と
も
と
て
も
い

い
勉
強
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
で
し

つ
か
り
考
え
て
な
い
と

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

私
は

一
生
懸
命
考
え
て
い
る

つ
も

り
で
す
。
道
徳
の
時
間
に
も
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。私

は
、
そ
う
い
う
時
に
し

っ
か

り
考
え
て
、
自
分
の
中
の
差
別
す

る
心
を
少
し
ず

つ
で
も
な
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
賞
の
作
品
と
後
藤
多
美
枝
さ
ん

町
長
賞
に

後
藤
多
美
枝
さ
ん

阿
蘇
地
区
納
税
貯
蓄
推
進
組
合

連
合
会

（井
野
忠
治
会
長
）
主
催

書
道

コ
ン
ク
ー
ル
の
高
森
町
長
賞

に
、
本
町
河
原
小
学
校
六
年
後
藤

多
美
枝
さ
ん
が
選
ば
れ
、
十
二
月

十
七
日
同
小
学
校
で
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十

一
月
十
日
か
ら
展

開
さ
れ
た

「税
を
知
る
週
間
」
の

啓
蒙
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

小
学
校
の
低
学
年
の
頃
は
、
「差

別
は
い
け
な
い
」
と
し
か
聞
い
て

い
な
か

っ
た
か
ら
、
私
に
は
差
別

が
ど
ん
な
も
の
か
全
然
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
四
、
五
、

六
年
の
担
任
の
先
生
が
差
別
に
と

て
も
く
わ
し
か

つ
た
の
で
、
ど
う

い
う
こ
と
か
よ
く
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
差
別
は

人
を
傷

つ
け
る
ん
だ
な
と
お
も
い

ま
し
た
。

世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
差
別

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
目
に
見
え

る
差
別
と
目
に
見
え
な
い
差
別
。

日
に
見
え
な
い
差
別
と
は
、
心
の

差
別
で
す
。
日
に
見
え
る
差
別
は
、

行
動
や
言
葉
に
表
れ
る
か
ら
人
を

そ
の
場
で
傷

つ
け
る
も
の
で
す
。

差
別
が
い
じ
め
に
な

っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私

」」L
馬ナ生
Zコ主

板

'」に

つ

い

て

●   ●

楽しいおゆうぎ会

平成 4年度の保育園の入園申込み (申 請)を
受け付けます。入園を希望される方は、入所申

請書に家庭内状況申立書を添付の うえ申し込ん

でください。 (申 請書は児童 1人 に 1枚 )

なお、受付 日に申請ができなかった方は、 1
月21日 までに町役場福祉課福祉係に申請 してく

ださい。

産業別最低賃金の定められている産業の労働者には、産業別最低賃金が適用されます。

詳しくは、お近くの労働基準監督署又は熊本労働基準局賃金課 (096-355-3187)にお問い合

せ下さい。
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広報係へご運格 下 さい
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高森中学校 1年

岩下佳菜さん

この作文は、12月 の人権週

間|こちなんで行われた「中学

生人権作文コンテスト」で優

秀賞 |こ なつた作品です。

保育園入所申請受付日程

受 付 会 場 受付 日 受 付 時 間 該当保育園

林業総合センター 1月 13日 9:30～ 16 高森保育園

林業総合センター 1り 114日 9:30～ 16 高森、
色見保育園

草 部 出 張 所 1月 16日 9:30～ 12 草部保育園

草 北 保 育 園 1月 16日 14´ヽ́16:30 草北保育園

野 尻 出 張 所 1月 17日 9:30～ 12 野尻保育園

河 原 保 育 園 1月 17日 14´ヽ́16:30 河原保育園

保育園ヘ
入園できるのは
児童の家庭が、次のいずれ

かに該当する場合です。

なお、該当しても、その家

庭の母親以外の人が児童の保

育ができる場合は除かれます。

①母親が家庭の外で働いている場合

②母親が家庭で日常の家事以外の仕事をしている場合

③母親が出産前後であった り病気や心身に障害があっ

た りするため、児童の保育ができない場合

※出産の場合は、産前 (6週間)産後 (8週間)の

入園となります。

④家庭に病人や心身に障害のある人がいて、母親がそ

の看護に当たっている場合

⑤火災や風水害、地震などで家を失った り、家が破損

しているため、その復旧期間保育ができない場合

最 低 賃 金 日  額 時 間 額 効力発生の 日

産
業
男|」

最
低
興 :

金

紡績業、ねん糸製造業、

織物業、靴下製造業
4,240 530

3年 12月 25日

電気機械器具製造業 4,220 528

自動車・同附属品製造業、

船舶製造・修理業、

舶用機関製造業

4,520 565

各種商品小売業 4,145 519

熊 本 県 最 低 賃 金 3,923 3年 10月 4日

〓
　
．晨
蔵

粋
鷲

,産:業別最低賃金カキ改正さればした。
■

ゝ

492



今
年
の
干
支
は

″申
″
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
よ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
新
た

な
気
持
ち
で
希
望
と
抱
負
を
お
持
ち
の
こ
と
で
し
よ

う
。そ

こ
で
十
七
人
の
年
男

。
年
女
の
代
表
の
方
々
に

登
場
し
て
も
ら
い
、
△フ
年
に
か
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
希

望
と
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

年

男
年

女

じ
よ
う
ず
に
で
き
ま
し
た

音
楽
リ
ズ
ム
発
表
会

十
二
月
は
町
内
の
全
保
育
園
や

幼
稚
園
の
生
活
発
表
会
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。

高
森
幼
稚
園
で
も
、
十
二
月
八

日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
音
楽
リ

ズ
ム
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
い
ま
ま
で
練
習
し
て

き
た
、
お
ゆ
う
ぎ
や
合
奏
な
ど
を

披
露
、
園
生
活
で
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
お
じ
い
ち
や
ん
や
お
ば
あ

ち
や
ん
た
ち
が
詰
め
か
け
、
ビ
デ

オ
や
カ
メ
ラ
撮
り
を
し
な
が
ら
、

子
ど
も
や
孫
の
成
長
ぶ
り
に
盛
ん

に
拍
手
を
お
く

つ
て
い
ま
し
た
。林業総合センターで開かれた発表会

手づくり石けん
●

学校給食で使用 した食用油の廃油を利用 して、

プリン石けんづ くりが給食婦さんたちの手で行わ

れています。合成洗剤の長期使用により、子ども

達に与える影響や、自分達に及ぼす影響を少 しで

も少なくしようと2年前から始められたものです。

以前 、廃油は穴を掘って土の中に埋めていたそ

うですが、地下水や環境汚染防止にもな り、現在、

給食で使用 した食器類 もプリン石 けんで洗ってい

ます。

プ リン石けんは、食用廃油に残 りご飯 と苛性 ソ

ーダなどを混ぜて作 ります。作 りはじめてから夏

2週間、寒いときには 1カ 月くらいねかせると、き

れいなクリーム色にプリン状の石けんが出来あが

ります。

上色見小学校でプ リン石けんづ くりをされてい

る原克子さんは 「プ リン石けんは、固形石けん と

違い面倒 くさいなどの話 しを聞くが、実際使って

みないと良さがわからない。 2～ 3回の使用であ

きらめず、長 く使 うことを勧めます」 と話されて

いました。

プリン石けんを作る原さんと田上さん

(9)

真剣に説明を聞く婦人部のみなさん

‐●
●
　

　

●
●

手
づ
く
リ
ケ
ー

草
部
南
部
校
区
婦
人
会
を
代
表
し
て
五
人

の
会
員
が
、
十
二
月
十
八
日
手
づ
く
リ
ケ
ー

キ
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
た
の
は
、
上
色
見
で
レ
ス
ト
ラ

ン
。
キ
ヤ
ン
テ
イ
を
営
む
中
村
敏
治
さ
ん
（３９
）。

こ
の
日
は
、
ビ
ス
キ

ュ
イ
ー

テ
ィ
ラ
ミ
ス

・

バ

ハ
ロ
ア
の
作
り
方
を
指
導
、
慣
れ
た
手
さ

ば
き
で

一
つ
ひ
と

つ
説
明
し
な
が
ら
指
導
を

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
婦
人
会
員
も
、
前
も

つ
て
準
備

し
て
あ

っ
た
説
明
書
に
メ
モ
を
取

っ
た
り
、

質
問
を
し
た
り
真
剣
に
指
導
を
受
け
て
い
ま

●

　

●

し
た
。
以
前
に
も
婦
人
会
を
主
体
に

「ま
ん

じ
ゆ
う
」
を
作

っ
て
、
奥
阿
蘇
大
橋
の
近
く

で
売
る
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
大
い
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
「地
域
の
活
性
に
は
行
動
す

る
事
が
い
ち
ば
ん
」
と
意
欲
を
も

っ
て
講
習

に
望
ま
れ
ま
し
た
。

会
員
の
方
々
も

「せ

っ
か
く
ケ
ー
キ
の
作

り
方
を
習

っ
た
の
で
、
さ

っ
そ
く
作

っ
て
み

ま
す
」
と
講
習
の
感
想
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

●●

炸炒恣

・一
「
一

」

勉強にがんば り童バ ドミン トンに
勝 したぃ。

熊
川

景
子

、学
も優

んち
や

“

)

熊
谷

体 力

尾
下

-J < g t.',{+
yY ' i)va\L

グラウ
?trt;b. 44.-

挑戦し
にしたい。

年を大切

盤薫
P さ

ん
イス0

1間 と
υ`υ′

岩
下色

見

n\L&

華
■

=ノ、
出
鳥

さ
ん

る

て
′こ

広域消防|′こ崖カめてレ、(35,の で 地域の/lrr'4心 して暮 らし もらぇるよう
りたぃ。

今年は、ソフ トボー

ルの県大会で優勝を飾

りたい。

ん

0う

持身

考

た

,l'lcr4 
4 りをの回 りの社会問題をえられる1年 でありレヽ。

甲
斐上

色
見

4-__

`ゝ

  さ
↑」 ん

に負 91)

のサル軍団
口光

ヶ防j.il.. fi
けない

づ く
を付け健康

上に気

9 tLlcv"

叡 洋
平
く

大
村

社
倉

ん

るな,こ学 生中今年は
て入部 に野球での

すまりセぎん力`

野
尻

後
藤

博
士

ん

す 。

′こ

た

“

1)

++r* 申 ′こ学生 な りま
中学 で′まノヾ レ、_

部| ス りがんば り レ

川
上
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●

若い

学

人に負け
今やつ

り 、
んば- ,- ,1\

) \-t' を長 く
山キ寸留

てv、 る

続けたV｀ 。

■崚
刀τ

牧

六
ん

~

(59

覚
上
在

今年′ま是
嫁を 健康の秘訣は 1 6年

高
森

非長男に

rfrffiu<いる猟です。

六

ん
｀

9け

ヤ
ノ||
上

分

ボ

野
尻

りの事は自でする 天気の良い日′ま、長年続けてきたゲ―`ト ~ル
をし健康 でい た

ばりたい。

高
森

・
横
田

一 に

家族の健康を第

岩
下

華
子
さ

ん
ｍ

バ

続
の

の

味

‐ヵ

趣

体

ミ
、　
よ
″

ド

く

を

ん
ン

が

ヽ
―

い
ツ

ン

一さ

病気に気をつけ

継
弘
さ

ん
00

庭
木

甲
斐

の手入れなどをして
健康で過ごしたい。

01)

今年は今まで以上に

勉強ゃスポーッにがん

ばりたい。

色
見

住
吉
　
道
子
んち

や

田
上
　
　
殖
さ

ん
ｍ

高
森

・
村
出

健康づ くりの為ゲー

トボールを続け、友達

との交流をしたい。
ばグ7β気持ム, 0,
たぃ

、fり事にご.)｀lが
ん

・0勃鱒発し

高
森

森
さ

ん

(7)

趙綺盗綺鵡

コ は

身の回

な機甲中
村

.tri



ヽ ゛

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係

(審②llll)

高
森
小
み
ご
と
初
優
勝

第
十
六
回
郡
学
童
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
十
六
回
阿
蘇
郡
学
童
ミ

ニ
サ

ッ
カ
ー
大
会

（阿
蘇
郡
小
学
校
体

育
連
盟
主
催
）
が
十

一
月
二
十
日

と
十
二
月

一
日

・
七
日
阿
蘇
町

・

一
の
宮
町
で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら

出
場
し
た
高
森
小
学
校
の
高
森
ク

ア
ト

ロ
ズ

（
四
年
男
子
ク
ラ
ス
）

が
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

四
年
男
子
ク
ラ
ス
に
は
、
郡
内

二
十
七
小
学
校
か
ら
三
十
三
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
熱
戦
を
繰

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
高
森
ク
ア
ト

ロ
ズ
は

一
回
戦
、
久
木
野
小
フ
ア
イ

タ
ー
ズ
に
７
対
１
と
快
勝
、
そ
の

後
も
二
回
戦
で
久
木
野
小
モ
ン
キ

ー
ズ
に
６
対
０
、
三
回
戦
中
松
小

Ｓ
Ｃ
に
５
対
１
、
準
決
勝

北
里
小
フ
ア
イ
タ
ー
ズ
に

２
対
０
と
勝
ち
進
み
、
決

勝
で
は

一
の
官
町
の
宮
地

小
パ
イ
レ
ー
ツ
に
９
対
３

の
大
差
で
勝
ち
初
優
勝
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
小
学

校
か
ら
他
に
も
四
ク
ラ
ス

に
四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
が
、　
一
回
戦
は
勝

っ

た
も
の
の
惜
し
く
も
二
回

戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

高森小サッカー部のみなさん

買い物客に人権の尊重を呼びかける松野さん

(8)

F'ヽ t

Φ

高森を力走する選手 (後 半 1区 )

二
年
連
続
の
３
位

町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

る
活
躍
で
ト
ツ
プ
に
躍
り
出
、
４

区
で
は
佐
藤
修

一
選
手

（九
州
電

力
）
が
区
間
新
を
出
す
な
ど
、
７

区
間
全
部
ト
ッ
プ
を
守
り
き
り
、

前
半
を
２
位
に
大
差
を

つ
け
１
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
後
半
は
惜

し
く
も
５
位
で
し
た
が
、
総
合
で

４
時
間
１６
分
４７
秒
の
タ
イ
ム
で
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
区
間
賞
は
相
馬
選
手
、

佐
藤
選
手
、
石
田
貴
之
選
手
、
野

尻
英
樹
選
手
が
獲
得
し
ま
し
た
。

一
日
人
権
擁
護
委
員
に

松
野
博
子
さ
ん

本
町
連
合
婦
人
会
長
の
松
野
博

子
さ
ん

（６４
）
が
十
二
月
六
日
、

一
日
人
権
擁
護
委
員
を
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十

日
ま
で
展
開
さ
れ
た
第
四
十
三
回

人
権
週
間
中
、
啓
発
行
事
の

一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
町
長
室
で
熊
本
地

方
法
務
局
阿
蘇
支
局
の
藤
井
昭
美

支
局
長
か
ら

一
日
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
状
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
広
報
車
に
乗
り
込
み
町
中

へ
出

か
け
、
道
行
く
人
や
買
い
物
客
な

ど
に
人
権
の
尊
重

。
平
等
を
訴
え
、

町
民
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

第
十
五
回
阿
蘇
郡
町
村

対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大

会
が
十
二
月
十
五
日
、
阿

蘇
町
立
体
育
館
横
を
ス
タ

ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
、
阿
蘇

山
を

一
周
す
る
コ
ー
ス

（前
半
７
区
間
３６

・
７
キ

ロ、

後
半
８
区
間
３６

・
６
キ

ロ
、

総
合
１５
区
間
７３

・
３
キ

ロ）
で
阿
蘇

郡
内
の
十
二
町
村
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、　
一
の
官
町
が
４
時
間
Ｈ
分

１
秒
で
総
合
優
勝
し
、
２
位
に
は

蘇
陽
町
、
本
町
は
二
年
連
続
の
３

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

前
半
本
町
チ
ー
ム
は
、
１
区
か

ら
相
馬
優
樹
選
手
が
区
間
賞
を
と

●

●


